
図面名称 明示すべき事項 備考

案内図
（付近見取図）

□白図を使用
□縮尺（1/2,500）
□方位
□凡例

□道路
□目標となる地物
□申請区域の外周…赤枠

現況図

□縮尺（1/200程度）
□方位
□凡例

□申請区域の位置…赤枠
□指定道路敷…破線（黒）
□申請区域周辺の公共施設（道路、水路等）の位置、名称、形状、構造
□申請区域 及び 周辺の現況地盤高
□ＢＭの位置とその高さ（明確な位置（目標物）記入）

□道路の敷地となる土地にある建築物若しくは工作物に関して権利を有
　するものの氏名

□変更の場合
・新規指定道路敷
　…黄塗・実線（黒）
・廃止する道路
　…赤塗

□廃止の場合
・指定道路敷の位置
　　　⇓
　延長、幅員、辺長
　も記載

公図の写し

□縮尺（法務局発行のものによる）
□方位
□凡例
□転写場所（横浜地方法務局相模原支局）
□写図年月日（３ヶ月以内のもの）
□写図者氏名

□申請区域の外周…赤枠
□指定道路敷の位置…黄塗・破線（黒）
□指定道路敷（廃止する道路）…赤塗
□公道…茶塗
□水路…青塗

□申請区域内 及び 区域外周に接する土地の土地所有者一覧表（地番、
　地目、地積、所有権者住所・氏名）

敷地計画図
（土地利用計画図）

□縮尺（1/200程度）
□方位
□凡例

□申請区域…赤枠
□指定道路敷の位置…黄塗・太線（黒）
□指定道路敷の延長、幅員、構造、勾配
□指定道路敷の幅員は境界線間

□指定を受けようとする道路の排水方法
□指定道路敷に係る側溝、集水桝、雨水浸透施設の位置
□雨水浸透施設…水色塗

□各公共施設（道路、水路等）の計画高、現況地盤高、勾配
□予定建築物の敷地の計画高、現況地盤高、勾配
□ＢＭの位置とその高さ（明確な位置（目標物）記入）

□申請区域周辺の地形及び地物
□申請区域周辺の既存道路の位置、名称、形状等（都市計画として決定
した
　計画道路を含む。）
□既存の位置指定道路に接続する場合…指定年月日、指定番号、形状等

□申請区域内の宅地割り
□予定建築物の用途、敷地面積、形状

□擁壁の位置及びその構造

□申請区域、指定道
　路敷の位置
　　　⇓
　辺長も記載

□既存道路境界杭と
　指定道路敷境界杭
　との距離を記載
（２箇所以上）

□雨水処理計算式

□ＣＢ塀等の構造物
　の位置、構造

道路の位置の指定（変更又は廃止）申請に係る添付書類の作成について（お願い）

　添付書類・図面については次の事項に留意して作成してください



求積図及び求積表
□縮尺（1/200程度）
□指定道路敷面積、指定敷地面積 及び ２項道路の後退部面積に区分
□指定敷地には符号

□種別集計表、総計
　も記載

□単位はm、㎡

□小数点第２位止め

構造図等

□縮尺（1/50程度）
□道路断面図（縦 及び 横）
□道路施設構造図（側溝、地先ブロック、雨水浸透施設等）
□指定敷地の断面図（※必要な場合）


